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裁
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Ａ
４
判
（
２
面
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総
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０
頁
（
原
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６
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６
０
頁
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監　
修
＝
中
西
直
樹
・
近
藤
俊
太
郎

推　
薦
＝
大
谷
栄
一

揃
定
価
＝
本
体
１
７
５
、０
０
０
円
＋
税

仏
教
結
社
運
動
が
最
盛
期
を
迎
え
た
明
治
一
〇
年
代
後
半
、

島
地
黙
雷
、
日
下
痴
龍
、
吉
谷
覚
寿
、
多
田
賢
住
ら
を

中
心
に
結
成
さ
れ
た「
令
知
会
」の
機
関
誌
全
九
五
号
を
復
刻
。

仏
教
雑
誌
の
先
駆
的
存
在
と
も
い
え
る
本
誌
は
、

当
時
の
仏
教
界
の
様
子
を
う
か
が
え
る
貴
重
資
料
で
あ
る
。



◉
推
薦
文

復
刻
に
あ
た
っ
て

西
洋
化
と
そ
れ
に
伴
う
キ
リ
ス
ト
教
の
進
出
に
対
す
る
僧
侶
た
ち
の
危
機

感
を
背
景
に
、
仏
教
界
は
明
治
二
〇
年
代
に
改
革
の
時
代
を
迎
え
た
。
そ
う

し
た
仏
教
改
革
の
気
風
の
胎
動
と
し
て
、
明
治
一
〇
年
代
後
半
か
ら
は
僧
侶

に
よ
る
結
社
活
動
が
活
発
化
し
た
。
島
地
黙
雷
、
日
下
痴
龍
、
吉
谷
覚
寿
、

多
田
賢
住
ら
は
令
知
会
を
結
成
し
、
明
治
一
七
年
四
月
に
機
関
誌
『
令
知
会

雑
誌
』
を
創
刊
し
た
。
令
知
会
は
当
時
の
代
表
的
な
仏
教
結
社
の
ひ
と
つ
で

あ
り
、『
令
知
会
雑
誌
』
は
そ
の
後
の
仏
教
系
メ
デ
ィ
ア
の
先
駆
的
位
置
に

あ
る
と
い
え
る
。

『
令
知
会
雑
誌
』
は
明
治
二
五
年
二
月
の
第
九
五
号
ま
で
刊
行
さ
れ
、
そ
の

後
は
『
三
宝
叢
誌
』
と
改
題
し
、
刊
行
を
続
け
た
。
令
知
会
は
、
僧
侶
の
積

極
的
な
啓
蒙
運
動
に
よ
る
文
明
化
の
推
進
を
企
図
す
る
も
の
で
、『
令
知
会
雑

誌
』
に
は
、
教
導
職
制
の
廃
止
、
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
に
留
学
し
て
い

た
南
條
文
雄
の
帰
国
、
墓
地
及
埋
葬
取
締
規
則
の
公
布
と
い
っ
た
、
現
在
か

ら
み
て
も
仏
教
界
の
重
大
な
記
事
や
論
説
が
数
多
く
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

『
令
知
会
雑
誌
』
は
原
本
を
所
蔵
し
て
い
る
研
究
機
関
が
極
め
て
少
な
く
、

国
立
国
会
図
書
館
に
も
一
号
も
所
蔵
さ
れ
て
い
な
い
。
容
易
に
手
に
取
る
こ

と
の
で
き
な
い
本
誌
を
復
刻
刊
行
し
、
日
本
近
代
仏
教
史
研
究
に
供
す
る
も

の
で
あ
る
。

（
不
二
出
版
）

『
令
知
会
雑
誌
』
復
刻
の
画
期
的
な
意
義

大
谷
栄
一
（
佛
教
大
学
社
会
学
部
教
授
）

近
代
は
仏
教
結
社
の
時
代
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
革
新
的
な
仏
教
青
年
た
ち
に
よ
っ

て
結
成
さ
れ
た
反
省
会
（
明
治
一
九
年
）
や
新
仏
教
徒
同
志
会
（
明
治
三
二
年
）
も
仏
教

結
社
だ
っ
た
。
近
代
仏
教
史
に
お
け
る
仏
教
結
社
の
重
要
性
を
い
ち
早
く
指
摘
し
た
の

は
柏
原
祐
泉
氏
と
二
葉
憲
香
氏
で
あ
り
、
そ
の
後
、
池
田
英
俊
『
明
治
仏
教
教
会
・
結

社
史
の
研
究
』（
刀
水
書
房
、
一
九
九
四
年
）
に
よ
っ
て
研
究
が
深
め
ら
れ
た
。
池
田
氏

に
よ
れ
ば
、
結
社
運
動
は
一
八
八
四
（
明
治
一
七
）
年
八
月
の
教
導
職
制
の
廃
止
前
後

に
最
盛
期
を
迎
え
、
明
治
一
〇
年
代
に
四
〇
〇
余
り
の
結
社
が
設
立
さ
れ
た
と
い
う
。

今
回
復
刻
さ
れ
た
『
令
知
会
雑
誌
』
は
、
一
八
八
四
（
明
治
一
七
）
年
四
月
か
ら

一
八
九
二
（
明
治
二
五
）
年
二
月
ま
で
、
令
知
会
と
い
う
仏
教
結
社
に
よ
っ
て
刊
行
さ

れ
た
雑
誌
で
あ
る
。
四
〇
〇
余
り
の
結
社
の
中
で
令
知
会
が
際
立
っ
て
い
る
の
は
、
島

地
黙
雷
（
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
）
や
吉
谷
覚
寿
（
真
宗
大
谷
派
）
を
は
じ
め
、
近
代
真
宗

史
や
近
代
仏
教
史
を
彩
る
著
名
人
が
中
心
メ
ン
バ
ー
や
雑
誌
の
執
筆
者
で
あ
る
こ
と
、

明
治
二
〇
年
前
後
と
い
う
近
代
仏
教
史
研
究
の
エ
ア
ポ
ケ
ッ
ト
の
時
期
に
活
動
し
、
雑

誌
を
継
続
的
に
刊
行
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
さ
ら
に
は
、『
令
知
会
雑
誌
』
が
後
続

す
る
仏
教
雑
誌
に
影
響
を
与
え
た
こ
と
も
特
筆
す
べ
き
で
あ
る
。

近
代
は
仏
教
結
社
の
時
代
で
あ
る
。
と
言
っ
た
も
の
の
、
そ
の
研
究
は
い
く
つ
か
の

特
定
の
結
社
の
研
究
に
偏
っ
て
お
り
、
そ
の
実
態
や
全
体
像
は
未
解
明
の
ま
ま
で
あ
る
。

そ
れ
は
活
動
の
実
態
を
伝
え
る
資
料
が
未
公
刊
だ
っ
た
こ
と
に
よ
る
。
九
五
冊
に
及
ぶ

『
令
知
会
雑
誌
』
の
復
刻
は
仏
教
結
社
研
究
の
み
な
ら
ず
、
島
地
黙
雷
研
究
、
排
耶
論

や
仏
教
改
革
論
の
思
想
史
、
近
代
仏
教
の
メ
デ
ィ
ア
史
な
ど
、
近
代
仏
教
史
や
近
代
史

を
更
新
す
る
た
め
の
重
要
な
手
が
か
り
を
与
え
て
く
れ
る
。
本
書
の
刊
行
を
喜
び
、
強

く
推
薦
し
た
い
。
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関 連 図 書

　
一
九
三
三
年
三
月
、
日
本
は
国
際
連
盟
を
脱
退
し
国
際
的
な
孤
立
状

態
に
陥
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
中
、
日
本
仏
教
の
関
係
者
た
ち
は
欧
米
の

仏
教
者
・
研
究
者
と
緊
密
に
連
絡
を
図
り
、
ア
ジ
ア
諸
国
の
仏
教
勢
力

と
の
協
力
提
携
を
目
指
し
た
。
そ
の
事
業
は
基
本
的
に
国
策
に
順
応
す

る
方
向
性
を
も
っ
て
い
た
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
が
、
広
範
囲
か
つ
大

規
模
に
及
ぶ
こ
れ
ら
の
事
業
に
は
、
様
々
な
立
場
の
人
物
が
関
わ
り
、

そ
の
活
動
も
多
様
な
側
面
を
有
し
て
い
た
。
い
ま
、
日
本
の
民
間
レ
ベ

ル
で
の
国
際
交
流
の
あ
り
方
を
問
い
、
こ
れ
ら
の
事
業
の
検
証
が
求
め

ら
れ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
本
資
料
集
は
、
そ
の
た
め
の
必
要
不
可
欠

な
文
献
を
収
録
し
た
も
の
で
あ
る
。

推
薦
＝
赤
松
徹
眞
・
楠　

淳
證

◆
第
Ⅰ
期

　

汎
太
平
洋
仏
教
青
年
会
大
会
関
係
資
料　

全
2
巻

体
裁
＝
B
5
判
・
上
製
・
総
１
、
０
０
８
頁

定
価
＝
本
体
４
８
、
０
０
０
円
+
税

◆
第
Ⅱ
期

『
海
外
仏
教
事
情
』（
一
九
三
四
～
四
四
年
、
国
際
仏
教
協
会
発
行
）

　

全
３
巻

体
裁
＝
B
5
判
・
上
製
・
総
１
、
２
９
８
頁

定
価
＝
本
体
７
２
、
０
０
０
円
+
税

◆
第
Ⅲ
期

『
国
際
仏
教
通
報
』『
日
華
仏
教
』『
支
那
宗
教
事
情
』『
東
亞
宗
教
事
情
』

刊
行
＝
２
０
１
７
年
10
月
予
定

　
本
資
料
集
は
、
ハ
ワ
イ
・
北
米
・
南
米
に
お
け
る
膨
大
な
仏
教
開
教

関
係
の
記
録
で
あ
り
、
仏
教
教
団
の
海
外
の
現
状
と
歴
史
を
検
討
す
る

た
め
の
、
必
要
不
可
欠
な
資
料
集
で
あ
る
。

推
薦
＝
大
村
英
昭
・
坂
口
満
宏

〈
ハ
ワ
イ
編
〉
全
６
巻

　

体
裁
＝
Ａ
５
判
・
上
製
・
総
３
、
６
４
２
頁

　

定
価
＝
本
体
１
２
０
、
０
０
０
円
＋
税

〈
北
米
編
〉
全
６
巻

　

体
裁
＝
Ａ
５
判
・
上
製
・
総
３
、
３
７
２
頁

　

定
価
＝
本
体
１
２
０
、
０
０
０
円
＋
税

〈
南
米
編
〉
全
３
巻

　

体
裁
＝
Ｂ
５
判
・
Ａ
５
判
・
上
製
・
総
１
、
５
２
６
頁

　

定
価
＝
本
体
６
０
、
０
０
０
円
＋
税

　
明
治
末
か
ら
大
正
・
昭
和
戦
前
期
、
仏
教
が
社
会
事
業
に
果
た
し
た

役
割
は
大
き
く
、
各
教
団
に
よ
る
事
業
、
僧
侶
ら
仏
教
者
が
設
立
し
た

施
設
、
寺
院
に
附
設
さ
れ
た
施
設
は
膨
大
な
数
に
の
ぼ
る
。
本
資
料
集

成
で
は
、
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
、
真
宗
大
谷
派
、
浄
土
宗
を
は
じ
め
曹

洞
宗
、
日
蓮
宗
、
真
言
宗
の
各
教
団
関
係
機
関
の
発
行
し
た
社
会
事
業

の
要
覧
・
便
覧
・
報
告
書
等
を
収
集
整
理
し
、
収
録
し
た
。
戦
前
期
仏

教
社
会
事
業
の
軌
跡
を
、
国
家
目
的
遂
行
に
利
用
さ
れ
た
側
面
も
含
め

て
検
証
し
、
仏
教
史
・
仏
教
福
祉
、
さ
ら
に
近
代
史
・
社
会
福
祉
研
究

の
た
め
の
基
礎
資
料
と
し
て
提
供
す
る
。

推
薦
＝
長
谷
川
匡
俊
・
室
田
保
夫

体
裁
＝
Ａ
５
判
・
上
製
・
総
７
、
５
５
６
頁

定
価
＝
本
体
３
３
４
、
０
０
０
円
＋
税

　
本
書
は
『
仏
教
海
外
開
教
史
資
料
集
成
（
ハ
ワ
イ
編
・
北
米
編
・
南

米
編
）』
に
収
録
し
た
解
題
と
収
録
内
容
一
覧
を
一
冊
に
ま
と
め
た
も

の
で
あ
る
。

体
裁
＝
Ａ
５
判
・
並
製
・
１
２
０
頁

定
価
＝
本
体
２
、
０
０
０
円
＋
税

　
本
書
は
『
戦
前
期
仏
教
社
会
事
業
資
料
集
成
』
に
収
録
し
た
解
題
と

収
録
内
容
を
一
冊
に
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。

体
裁
＝
Ａ
５
判
・
上
製
・
１
６
８
頁

定
価
＝
本
体
２
、
５
０
０
円
＋
税

■
龍
谷
大
学
ア
ジ
ア
仏
教
文
化
研
究
叢
書

龍
谷
大
学
ア
ジ
ア
仏
教
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー

中
西
直
樹
（
代
表
）・
林　
行
夫
・
吉
永
進
一
・
大
澤
広
嗣　
編

資
料
集
・
戦
時
下「
日
本
仏
教
」の
国
際
交
流

中
西
直
樹 

編
・
解
題

仏
教
海
外
開
教
史
資
料
集
成

菊
池
正
治
・
髙
石
史
人
・
中
西
直
樹 

編
・
解
題

戦
前
期
仏
教
社
会
事
業
資
料
集
成

　
全
13
巻

中
西
直
樹 

著

仏
教
海
外
開
教
史
の
研
究

中
西
直
樹
・
髙
石
史
人
・
菊
池
正
治 

著

戦
前
期
仏
教
社
会
事
業
の
研
究
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書

　

令
知
会
は
一
八
八
四
（
明
治
一
七
）
年
、
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
の
僧
・

島
地
黙
雷
ら
が
中
心
と
な
っ
て
結
成
さ
れ
た
仏
教
結
社
で
あ
る
。
島
地
は

キ
リ
ス
ト
教
の
進
出
に
強
い
対
抗
意
識
を
持
ち
な
が
ら
も
、
同
時
に
当
時

の
仏
教
界
全
体
が
明
治
維
新
後
の
「
文
明
開
化
」
に
遅
れ
を
取
っ
て
き
た

現
状
に
危
機
感
を
持
ち
、
宗
派
を
超
え
仏
教
を
文
明
社
会
に
適
合
さ
せ
る

改
革
に
熱
心
に
取
り
組
ん
だ
。
本
書
は
そ
の
令
知
会
の
機
関
誌
『
令
知
会

雑
誌
』
を
研
究
の
対
象
と
し
、
知
ら
れ
ざ
る
明
治
初
期
・
中
期
の
仏
教
界

の
様
子
を
探
る
解
題
論
文
集
で
あ
る
。

◎
編
著 

中
西
直
樹
・
近
藤
俊
太
郎　

◎
執
筆 

中
川
洋
子

◎
体
裁 

Ａ
５
判
・
上
製
・
２
０
０
頁　

◎
定
価 

本
体
２
、７
０
０
円
＋
税

　

明
治
二
〇
年
代
初
頭
、
日
本
仏
教
界
で
は
、
キ
リ
ス
ト
教
に
対
抗
し
て

「
通
仏
教
」
を
標
榜
し
て
結
束
す
る
動
き
が
高
ま
っ
た
。
そ
の
拠
点
と
な
っ

た
の
が
、
九
州
熊
本
で
あ
っ
た
。
熊
本
で
は
、
真
宗
僧
侶
を
中
心
に
「
九

州
仏
教
団
」
が
結
成
さ
れ
、
九
州
各
地
の
各
宗
派
の
僧
侶
・
在
家
信
者
が

数
多
く
参
加
し
た
。
そ
の
事
業
は
雑
誌
『
國
教
』
の
創
刊
を
は
じ
め
幅
広

い
領
域
に
及
び
、
国
粋
主
義
の
台
頭
期
に
は
中
央
言
論
界
で
も
注
目
を
あ

び
た
も
の
の
、
キ
リ
ス
ト
教
の
教
勢
が
衰
退
す
る
と
活
動
は
停
滞
し
、
日

清
戦
争
前
に
そ
の
役
目
を
終
え
た
。
し
か
し
、
当
時
の
仏
教
の
革
新
運
動

の
一
翼
を
担
い
、
日
本
の
思
想
界
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
た
点
で
注
目

に
値
す
る
。

◎
編
・
解
題 

中
西
直
樹　

◎
推
薦 
赤
松
徹
眞

◎
体
裁 

Ｂ
５
判
・
上
製
・
総
１
、２
７
４
頁

◎
別
冊
＝
解
題
・
総
目
次
・
索
引　

◎
揃
定
価 

本
体
７
５
、０
０
０
円
＋
税

令
知
会
と
明
治
仏
教

雑
誌『
國
教
』と
九
州
真
宗

編
集
復
刻
版　
全
３
巻
・
別
冊
１

令り
ょ
う

知ち

会か

い

雑
誌
復刻版
全７巻

体
　
裁
＝
Ａ
４
判（
２
面
付
）・
上
製
・
総
約
３
、０
３
０
頁

収
　
録
＝
第
１
号
～
第
95
号
（
明
治
17
年
～
25
年
）

監
　
修
＝
中
西
直
樹
（
龍
谷
大
学
教
授
）

　
　
　
　

近
藤
俊
太
郎
（
本
願
寺
史
料
研
究
所
研
究
員
）

推
　
薦
＝
大
谷
栄
一
（
佛
教
大
学
教
授
）

揃
定
価
＝
本
体
１
７
５
、０
０
０
円
＋
税

◆
配
本
概
要

第
１
回
配
本
（
第
１
～
３
巻
）

　
収
録
＝
第
１
号
～
第
37
号

　

定
価
＝
本
体
７
５
、０
０
０
円
＋
税

　
　
　
　I

S
B
N
9
7
8
-
4
-
8
3
5
0
-
8
0
9
1
-
8

　

刊
行
＝
２
０
１
７
年
６
月

第
２
回
配
本
（
第
４
～
７
巻
）

　
収
録
＝
第
38
号
～
第
95
号

　

定
価
＝
本
体
１
０
０
、０
０
０
円
＋
税

　
　
　
　

I
S
B
N
9
7
8
-
4
-
8
3
5
0
-
8
0
9
5
-
6

　

刊
行
＝
２
０
１
７
年
11
月


